















































































　世界経済フォーラムが 2018 年 12 月に発
表した「ジェンダー・ギャップ指数 2018」ⅱ
では、日本の総合スコアは 0.662 で、順位




























出典 : EU: European Commission, Database on Women 
and men in decision-making (2016)
US: 2020 Women on Boards Gender Diversity Index 
(2017)　
JP: Gender Equality Bureau Cabinet Office, The 




































































































































































































































































































































































































































　この間の M 字型曲線の大きな変化は 2
つある。一つは、M 字に落ち込み始める



















2011 年 11 月に首都圏（東京、神奈川、千葉、




ち既婚者は 251 人で同 4.9％、さらに子ども
がいる人は 136 人で同 2.6％、子どもが 2 人
以上いる人は 51 人で同 1.0％である xix。
　また、男女の平均勤続年数を年齢階級別
にみると、20 ～ 34 歳の階級では、男女間
の差は 1 年以下（男性の方が長い）である
が、35 歳から徐々に差が開き始め、企業
の意思決定層年齢付近（概ね 55 ～ 59 歳層）
では、企業規模全体では 7 年の差がある。
中でも、大企業においては最も差が大きく、































































































例えば、平成 28 年における 6 歳未満の子ど
もがいる共働き家庭の妻の 1 日の家事時間
160 分、育児時間 167 分であるのに対し、夫












































































































































































































入 社 1 年 目 で は 男 性 の 94.4 ％、 女 性 の
66.8％が「管理職をめざしたい」と考え、
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